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表－1最深積雪値の旬別の最大値と平年値  

（単位 cm）  
多雪地域における雪庇を考慮した  

笠木の施エ  期間   旬  11月  12月  1月  2月  3月  4月   

上  12  39   g6  80  6  

平成8年寒模糊                  中    2！l  80  粥  85  

下  7  40  88  88  53  
上    23  40  90  70  

平成7年寿候期  

下    5＄  93  60  2  
上  3  28  58  90・  72  10  

平成8年寒候期                 中    30  5ヰ  98  7g  7  

下  18  23  85  120  ヰ7  

上  2  25  ¢2  103  92  19  

平年  中  丁  3丁  77  107  丁3  4  
下  I6  50  95  99  5l  0   
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1．はじめに  

本報文では，青森県青森土木事務所発注の「県民福祉  

プラザ（仮称）新築工事」において，青森市という，日  

本有数の多雪地域での施工に配慮し，雪庇による建物直  

下への，雪塊の落下事故の防止対策として採用した，笠  

木の施工について報告する．  

（単位叫  

2．施工に至る経過  

本工事着手時点に，設計事務所より，雪庇による建物  

直下への雪塊の落下事故の防止処置を検討する為の研究  

会を催したい旨の申し出があり，平成8年2月19日に，  

北海道工業大学建築雪氷工学研究書の苫米地教授を招き，  

研究会を開催した．そこでの検討結果を基に，設計事務  

所と共同で検討を重ね，今回施工の笠木の形状を決定し，  

平成9年の冬期に，仮設の笠木を建物に取り付け，その  

効果を検証し，実際に施工した．  

、    南南西∴＼1⊥⊥海南東  
南  
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図－1平成7年1月青森市風向頻度  

3．青森の気象条件  

青森市は，気象庁月報（平成8，9年）によると，平  

年の降雪期間が11月9日から4月12日，降雪日数が110  

日，最深積雪の平均値が義一1より107cmの多雪地域で  

ある．また，冬期には図－1の風向頻度図が示すように，  

南西の風が非常に多く現れる気象樽性を持っている．  

図－2 雪庇発達の可能性のある範囲予想図  4．雪庇の発達する場所に関する考察  

雪庇は，風向の反対側へと発達する特性を持つために，  

当建物（図－2）において，雪塊の落下による，災害を  

起こしうる部分は，北側の屋上笠木部分と考えられる．  
5．笠木の形状  

設計図による笠木の形状は，図－3に示すような笠木  

を二つ繋ぎ合わせて†継ぎ手部分をシーリングによって  
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＊東北（支）青森福祉プラザ（出）  
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写真－2 施工した雪庇対策用笠木  写真－1仮設笠木による効果検証（平成7年1月）  

雪応対常用笠木  一般部笠木   

図－3 笠木の断面図  

原設計  

で，竣工前年の冬期間に，表面塗装した厚さ12mmの合板  

製の仮設笠木を建設中の本建物に取り付け効果の確認を  

行った．その結果は，写真－1で示すように雪庇の発達  

を防ぐ効果が認められた．  

止水する二段笠木の複雑な形式であった．PC外壁の納  

まりでは一般的な形状であるが，積雪地においては，こ  

の形式では，笠木の上に積もった雪が堆積し，雪庇の発達  

する可離が高く，また，シーリングの劣化等により．笠  

木の継ぎ手部分から，雪解けの漏水も懸念された．そこ  

で，笠木を大型の一枚形状のものとし，シーリングによ  

る止水個所を減らす事とした．一方，雪の堆積を減ずる  

為に，水平面の勾配をできるだけ大きくとり，積雪を笠  

木上面より自然落下させる方式を採用すると同時に，雪  

庇の発達による回り込みを防止する為に，笠木の先端を  

鋭角に曲げる形状を採用した．さらに，出入り口部分の  

上部にあたる笠木については，笠木に融雪用の電熱ヒー  

ターを取り付けて雪庇の発達を防ぐ事も併せて実施した．  

7．おわりに  

以上の経過により．笠木を施工（写真－2）するに至  

ったが∴施工するにあたり，北側斜線・道路斜線及び日  

影上の制約から全周を雪庇対策用笠木とする事ができず，  

4F屋上の北側の部分のみの採用となり，他の部分は，  

図－3の一般部笠木とした．雪塊の落下防止対策として，  

設計段階から，採用を前捷としてい－れば，雪庇対策用笠  

木の全周採用なども可能だったのではないかと思われる．   

最後になりましたが，平成9年12月16日に竣工引渡と  

なった県民福祉プラザが，今後の青森県の福祉環境整備事  

業の一翼をになって行く事を祈念しつつ，工期中を通じ，  

お世話になった，青森土木事務所，株式会社梓設計，並  

びに協力会社の関係者のみなさんに感謝の意を表します．   

6．笠木の効果の検証  

設計変更を行うに当たって，建築主である青森土木事  

務所の担当者に申し入れを行ったところ，変更の趣旨は  

理解するが県内での採用例が無く，効果を懸念されたの  
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